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再検証対象医療機関(石巻・登米・気仙沼区域)における検討状況について

石巻市立牡鹿病院

石巻市立病院

特記事項

　経営方針、運営方針を含め、将来計画等協議・検討中であり、検討内容を今年度中に策定する（仮称）次期石巻
市公立病院改革プランに盛り込む予定である。

　患者動向、収支状況等の実績データの分析結果や、地域医療構想や地域の実情を踏まえ今後の対応方針を検討
中であり、その検討内容を今年度中に策定する（仮称）次期石巻市公立病院改革プランに盛り込む予定である。

医療機関名称
報告（再検証）時点
における病床数

2025年7月1日
における病床数

登米市立米谷病院

　平成３１年２月の新米谷病院開院により、急性期病床の許可を４９床から４０床（稼働３２床）、療養病床の許可５
０床(稼働４８床）の許可９０床(稼働８０床）で診療を開始した。
　また、令和２年4月より急性期の許可病床４０床（稼働32床）を急性期病床１２床、地域包括ケア病床20床に転
換しており、令和２年１０月１日には、急性期の１２床も地域包括ケア病床へ転換している。
　病院事業全体として、登米市民病院へ急性期医療を集約し、米谷病院は回復期と慢性期を担う病院として病床
機能を分担のうえ、中核的病院である登米市民病院を中心とした医療提供体制の構築を図っていく。

登米市立豊里病院

　令和２年１月より急性期病床６９床の９床を削減し、その全てを地域包括ケア病床６０床へ転換し、令和２年4月
に許可を受けている。
　病院事業全体として、登米市民病院へ急性期医療を集約し、豊里病院は回復期と慢性期を担う病院として病床
機能を分担のうえ、中核的病院である登米市民病院を中心とした医療提供体制の構築を図っていく。

南三陸病院
　当面の間、新型コロナウィルス感染症の運営上の影響を検証し、南三陸地域における外来診療体制及び救急医
療体制を含めた適正な病床のあり方について検討する。先ずは具体的取り組みとして、急性期病床における地域
包括ケア病床の適正数について今後検討していくこととする。
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